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（試験番号： 6L676)

要約

．`
 
、し

2-l.チ）Vヘキシルメタクリレートについて， Salmonella typhimurium TA98, TAlOO, TA1535, TA1537お

よびEscherichiacoli WP2uvrAの5菌株を指標とする復帰変異試験を実施した．

予備試験を 5000~1.22μg/ 7° vート（公比4)の7濃度で実施した結果， S9 mixの有無によ

らず，いずれの菌株においても復帰変異コロニー数の増加は認められなかったまた，

S9 mix非共存下では TAIOO,TA1535, TA1537の 19.5μg/ 7゚ レート以上で，共存下では

TAIOO, TA1535, TA1537の313μg/ 7゚レート以上． WP2uvrA, TA98の 1250μg/ 7゚レート以上で

抗菌性が認められたこの結果をもとに， S9 mix非共存下の TAlOO,TA1535, TA1537は

39.1~0.610 μg/ 7゚レート（公比2)の7濃度， WP2uvrA, TA98は5000~313μgl 7゚レート（公比2)

の5濃度を S9 mix共存下の TAIOO,TA1535, TA1537は625~9.77μgl 7゚レート（公比2)の

7濃度， WP2uvrA, TA98は2500~39.1μg/ 7゚レート（公比2)の 7濃度をそれぞれ設定し．本

試験を 2回実施した．

本試験 1,2を実施した結果， S9 mixの有無によらず，いずれの菌株においても陰性

（溶媒）対照値の2倍以上を示す復帰変異コロニー数の増加は認められなかった．

以上の結果から． 2-エチルヘキツIvメククリレートは細菌を用いる復帰突然変異試験において変異原

性を有さない（陰性）と結論した．
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（試験番号： 6L676)

材料および方法

1. 試験物質

l.1 被験物質

ロット番号：

から送付された2-エチJvl¥キシJレメタクリVート (CAS番号： 688-84-6,

純度99.4%)を冷蔵暗所に保存し，使用した．被験物質は
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下記の構造式，分子量を有する水に不溶の液体である試験に使用したロットの安定

性は，実験開始前および実験終了後に被験物質供給者が分析し，確認した．

構造式：

CH2=C-COOCH2CH凸 H9

畑も2H5

分子量： 199.31

不純物：遊離酸（メタクリル酸として） 0.001 % 

水分 0.017 % 

1.2対照物質

陰性（溶媒）対照物質および陽性対照物質として，以下のものを用いた．

口

b
 .. 

9. 

／
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対照物質名 略称 入手先 a7卜番号 純度（％）

陰性対照
ヅメチルスルホキシト゚ DMSO 関東化学（樹 804S1844 99.7 

陽性対照
2ー(2-7リJv)-3-(5ーニトa-2-7リ）し） AF-2 和光純薬工業（樹 PTQ1296 98.8 
了クリル1ミト`
了ヅ化ナトリりム NaN3 和光純薬工業闊 KWE6685 96.5 
N-エチ｝v-Nこニトロ—N-ニトロ‘/9..7叩 ENNG Sigma Chemical Company 56F-3651 99.0 
9-了ミ／了クリシ‘、ソ 9-AA 和Sigma光純C薬he工mic業al（樹Company 80F-0186 99 
2ー了ミJ了ットうセン 2-AA TWH2355 98.0 

゜
2. テスト菌株 1)2)

2.1 テスト菌株

教授より 1983年 5月27日に入手したSalmonella

typhimurium TA98, TAlOO, TA1535, TA1537および

り1985年 10月 14日に入手した Escherichiacoli WP2uvrAの5菌株を用いた．

よ
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（試験番号： 6L676)

これら菌株の遺伝的特性は以下のとおりである．

付帯突然変異
菌 株 変異遺伝子 突然変異型

修復 膜 R因子

TA98 hisD uvrB rfa pKMIOI フレームシフト
TAlOO hisG uvrB rfa pKMIOI 塩基対置換
TA1535 hisG uvrB rfa 塩基対置換
TA1537 hisC uvrB rfa フレームシフト
WP2uvrA trpE uvrA ＋ 塩基対置換

2.2 特性検査

各テスト菌株のアミノ酸要求性，紫外線感受性．膜変異，薬剤耐性などの遺伝的特

徴を事前に調べ．これらの特性を備えた菌株を用いた．

2.3保存方法

液体完全培地中に 37℃で8時間振盪培養した各菌懸濁液4mlに対し． 0.35 mlの

割合でDMSO（関東化学（粉， n叶番号804Sl844)を加えた．これを200μIずつ小分け

してドライアイス。アセトン中で急速凍結し，超低温槽で—80 ℃以下に凍結保存した

ものを使用した．

2.4菌懸濁液

凍結保存した各菌懸濁液を解凍後，各々 20μIを液体完全培地 10mlに接種し，

37℃で8時間振盪培養した．菌懸濁液は，濁度計を用いて菌濃度を測定し，各菌株

共に生菌数が 1X 10 9 /ml以上であることを確認した．

▼―
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3. 培地

3.1液体完全培地

精製水 IIに対し，ニュートリエントプロス (OxoidNutrient Broth No.2 ; Unipath 

社，口叶番号 06754134) 25 gの割合で溶解し，オートクレープ滅菌（121℃, 15分間

；以下同様）した．

3.2 最少グルコース寒天平板培地

クリメディアAM-N培地（オリエンタル酵母工業（槻口汁番号 AN810JL)を購入し，

使用した．

3.3 トップアガー

精製水 100mlに対して，粉末寒天(Bacto-Agar; Difeo社，口叶番号58007AJA)

，
 



（試験番号： 6L676)

0.6 g,塩化ナトリウム 0.5gの割合で加え，オートクレープ滅菌し完全に溶解した．

その後あらかじめ調製しておいた 0.5mM D—ビオチン， L-ヒスチジン， L-トリプ

トファン混合水溶液を1/10巌添加した．使用時まで約45℃に保温した．
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4. S9 mix 

4.1 S9 

フェノバルビタール(1日目 30mg/kg, • 2日目以降 60mg/kgを3回腹腔内投与）

と 5,6—ベンゾフラボン（3 日目に 80mg/kgを 1 回腹腔内投与）で酵素誘導した SD 系

雄ラット肝由来S9（キッコーマン（現口外番号 RAA-355: 1996年 11月22日製造）

を購入し，使用した．使用時まで-80℃以下で保存した．

4.2 S9 mix 

S9 mix 1 mlあたり以下の組成で調製し，使用時まで氷中に保存した．

口

S9 
塩化マグネシウム六水塩
塩化カリウム
D —グルコース 6 —リン酸
/3 -NADPH 
/3 -NADH 
ナトリウム—リン酸緩衝液(pH 7.4) 
滅菌精製水

0.1 ml 
8 μmol 
33 μmol 
5 μmol 
4 μmol 
4 μmol 
100 μmol 
残量

r
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5. 試験方法 3)

5.1 被験物質溶液および陽性対照物質溶液の調製

溶媒検討の結果， 50 mg/mlの濃度で水に不溶， DMSOに溶解したため，溶媒には

DMSOを用いた．被験物質を 50mg/mlの濃度でDMSOに溶解し，これを希釈して各

濃度の被験物質溶液を調製した．

陽性対照物質のNaN3は注射用水（（椋大塚製薬工場，ロット番号 K5G85)に，その他

はDMSO（関東化学（槻口叶番号708Sl611)に溶解した．

5.2被験物質濃度

予備試験を 5000,1250, 313, 78.1, 19.5, 4.88, 1.22 μg/ 7° v-卜の 7濃度で実施した結果，

S9 mixの有無によらず，いずれの菌株においても復帰変異コロニー数の増加は認め

られなかったまた， S9 mix非共存下ではTAIOO,TA1535, TA1537の19.5μg/ 7゚レート

以上で， 共存下では TAIOO,TA1535, TA1537の313μg/ 7゚レート以上， WP2uvrA, TA98 

の 1250μg/ 7° vート以上で抗菌性が認められた．この結果をもとに本試験ではS9mix 

10 
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（試験番号： 6L676)

非共存下の TAIOO,TA1535, TA1537は39.l~0.610μg/ 7゚レート（公比2)の7濃度，

WP2uvrA, TA98は5000~313μg/ 7° Itート（公比2)の5濃度を， S9 mix共存下の

TAlOO, TA1535, TA1537は625~9.77μg/ 7゚レート（公比2)の7濃度， WP2uvrA, T A98 

は2500~39.1μgl 7゚レート（公比2)の7濃度をそれぞれ設定した．

5.3復帰変異試験

試験はプレインキュベーション法で実施した．

滅菌した試験管に被験物質溶液0.1ml, 0.1 Mナトリウムーリン酸緩衝液(pH7.4)

0.5 mlおよび菌懸濁液を 0.1ml加え， 37℃で20分間振盪培養した． S9 mixを共存

させる場合には， 0.1 Mナトリウムーリン酸緩衝液の代わりに， S9 mixを0.5ml添加

した．プレインキュベーション後， トップアガー 2mlを上記の混合液に加え混和し，

｛こ~ 最少グルコース寒天平板培地上に重層した．重層したトップアガーが凝固した後， 37

~ ヽ

℃で48時間培養した．

実体顕微鏡を用いて菌叢の生育状態を観察し，被験物質による抗菌性の有無を調ペ

た後，プレート上の復帰変異コロニー数を自動コロニーカウンターで計測した．予備

試験は各濃度につき 1枚のプレートを使用した本試験は各濃度につき 3枚のプレー

トを使用し，再現性を確認するため 2回実施した．

陰性（溶媒）対照物質および以下の陽性対照物質についても同様に実施した

菌 株 S9 mix非共存下 S9 mix共存下
(μg/ 7° vート） (μg/ 7゚レート）

TA98 AF-2 0.1 2-AA 0.5 
TAlOO AF-2 0.01 2-AA l 
TA1535 NaN3 0.5 2-AA 2 
TA1537 9-AA 80 2-AA 2 
WP2uvrA ENNG 2 2-AA 10 

5.4無菌試験

最高濃度の被験物質溶液または S9mixをトップアガーと混和し，最少グルコース

寒天平板培地上に重層し，雑菌の混人がないことを確認した．

5.5 試験結果の判定

いずれかの試験菌株で， S9 mixの有無によらず，被験物質濃度の増加にともなっ

て復帰変異コロニー数（平均値）が陰性（溶媒）対照値の2倍以上に増加し，さらに

その増加に再現性が認められる場合に，当該被験物質は変異原性を有する（陽性）と

判定したその他の場合は陰性と判定した．試験結果の判定には統計学的手法は用い

なかった

11 
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結果および結論

c
 

結果を表 l~3および図 l~10に示す．

予備試験を 5000~1.22μg/ 7゚レート（公比4)の7濃度で実施した結果， S9 mixの有無によ

らず，いずれの菌株においても復帰変異コロニー数の増加は認められなかったまた，

S9 mix非共存下ではTAIOO,TA1535, TA1537の 19.5μg/ 7゚ レート以上で，共存下では

TAIOO, TA1535, TA1537の313μgl 7° vート以上， WP2uvrA, TA98の 1250µ~/ 7°)/ート以上で

抗菌性が認められた．この結果をもとに， S9 mix非共存下の TAIOO,TA1535, TA1537は

39.1~0.610 μg/ 7゚レート（公比2)の7濃度， WP2uvrA, TA98は5000~313μgl 7c, Itート（公比2)

の5濃度を， S9 mix共存下の TAlOO,TA1535, TA1537は625~9.77μg/ 7゚レート（公比2)の

7濃度， WP2uvrA, TA98は2500~39.1μg/ 7°)Iート（公比2)の7濃度をそれぞれ設定し，

本試験を2回実施した．

本試験 1,2を実施した結果， S9 mixの有無によらず，いずれの菌株においても陰性

（溶媒）対照値の 2倍以上を示す復帰変異コロニー数の増加は認められなかった・

S9mix非共存下のTAIOO,TA1535, TA1537およびS9mix共存下のすべての菌株で抗菌

性が認められた．

なお， S9 mix非共存下および共存下において陽性対照が各菌株に誘発した復帰変異コ

ロニー数は，各菌株の陰性対照の復帰変異コロニー数と比較して，明らかに 2倍を超えて

増加し，陽性の結果を示したまた，最高濃度の被験物質溶液およびS9mixについて行

った無菌試験の結果試験の成立に影響を及ぽすような菌カビ等の発育は認められなか

った．

以上の結果から， 2-エチ］Vヘキシルメククリレートは本試験条件下では変異原性を有さない（陰性）と

結論した．

なお，類似化合物の細菌を用いる復帰突然変異試験に関する情報は添付資料 lにまとめ

た．

（口）
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表 1
予備試験結果表

被験物質の名称 2ーエチJVヘキシルメタクリVート (No. 61676) 

ぐ
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ダ
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．
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(・ 

代謝活性 被験物質 復帰変異数(J D.:. —数／ 7°vート）
化系の 濃 度 塩 基 対 置 換 型 フレ~ームシフト型

有 無 （隅／7° vート） TAIOO TAI535 WP211VrA TA98 TA1537 

123 18 28 ， 11 
溶媒対照

142 13 28 16 12 
1. 2 2 

106 17 12 15 16 
4. 8 8 

103* 4* l l 16 4* 
S 9 Mix 1 9. 5 

(-) 85* 5* 18 15 6* 
7 8. 1 

94* 6* 15 11 1 l * 
3 1 3 

91* 6* 22 8 8* 
1 2 5 0 

97* 3* 15 12 4* 
5 0 0 0 

133 21 23 20 13 
溶媒対照

139 16 30 17 12 
1. 2 2 

139 14 23 24 14 
4. 8 8 

124 18 31 11 24 
S 9 Jlix 1 9. 5 

（＋） 150 17 24 24 16 
7 8. 1 

88* 5* 17 23 11 * 
3 1 3 

124* 13* 25* 25* 11 * 
1 2 5 0 

96* 9* 29* 18* 11* 
5 0 0 0 

。（備考） ＊ ：抗菌性が認められた．
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表 2-I 
試験結果表（本試験 1)

被験物質の名称 ： 2-エflVヘキツIVj.クク1}レート (No. 61676) 

-• 
ヽ

‘、,̀
`

.— 
,.f̀‘ 

代謝活性 被験物質 復帰変異数（コnニー数／7゚レート）
化系の 濃度 塩基対置換型 フレームシフト型
有無 (uJ!/7゚レート） TAIOO TA1535 TA1537 

溶媒対照 l l f i { ±1ljs l 1! 0 { ± l i } { ± ｝ { ± l I~ 8 ~± ~ l 
0. 6 1 0 l il { ±1m I15 ~も IB { ± ｝ { ± } l l {±1il 
1. 2 2 I i i { ±115s i ， { ± § } { ± ｝ { ± ~ I! ~± ! ! l 

2. 4 4 l i iも139} l i ， f ±1n { ± ｝ { ± 5 1H 4 t±1il S 9 Mix 
(-) 

19ii 8 ~±1m 1I0 ~ t±IB 5 15 I t± 1B 4. 8 8 
{ ± ｝ { ± 

9. 7 7 ］籍93：*~±Im l i: {t l l } { ± ｝ { ± } l l: 8 ! ! } 
I i : {±, l } l i ＊ i：い屈1 9. 5 

: { ± i } f ± ｝ { ± ｝ 
1蒻04：* ｛ ± ！ i } l ｝ ＊ l 2 ！ ＊ 3 9. 1 ：もi} f ± ｝ f ± ｝ ：も〗｝

溶媒対照 l i f { ±1m ] | { f l l l { ± ｝ { ± S l | { ± l i i 
9. 7 7 l i i { ±1m n f± 1B { ± ｝ { ± } 1lり3 も1!l
1 9. 5 I l<{±13is 1i 3 ! { ±lfl { ± ｝ { ± } 1l2 i f± lf} 
3 9. 1 l l ! f ±1315 1l 6 i {± l i l { ± ｝ { ± 5 1¼ ， ~± ~5 S 9 Mix 

（＋） 

l li f ±12B l 8 § { ±li5 } l 12 ! { ±IB 7 8. 1 
{ ± ｝ { ± 

1l0W 7* f±II~~ 1 ！ ＊ 5 I14 ~も 1u1 5 6 
l : { ±1§5 { ± ｝ { ± 

3 1 3 l 1↓0り5*も1m り:8 B も ｝ { ± ｝ i: ?± B 
6 2 5 10甘7*： ｛±，B 

l i: f ± l i } { ± ｝ { ± ｝ 9: { ±『}
S9Kix 名称 AF-2 NaN3 9-AA 
陽
を必要

（山濃／7。0 度!Iート）
としな

0. 0 I 0. 5 80 
性

コグ―一数＂ I i i { ±6~l5 ! ! 9 { ± 4 1>} i~I ~± 5 i ! S いもの 7 ート
{ ± ｝ { ± ｝ 

対 S9Jtix 名称 2-AA 2-AA 2-AA 

‘昭̀̀̀ 
を必要

(μ.g濃/7゚ 度レート）
とする

l 2 2 

もの 3I 0..:.—7数レート
1翡！ り出｝ 肌もりB { ± ｝ { ± ｝ l l i { ± I蒻l

（備考）ー＊ ：抗菌性が認められた． （平均値）

（土標準偏差）

AF -2 : 2-(2 -7 1} 1v) -3-(5ーニトD-2-7『JIV)79 リ Iv 了ミト~. NaN 3 : 7•ン＊ィヒナトリウム，
9-AA : 9-7ミ／了クリッ＊ツ， 2-AA ; 2一了ミ／1‘ノトうセ‘/

15 
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表 2-2 
試験結果表（本試験 1)

被＿験＿物質［の名称 2ーエチルヘキシルメククリvート (No. 61676) 

(¥) 

し＂

-5. 

/~\ 

代謝活性 被験物質 復帰変異数（コ n.:.—数／ 7°v ート）
化系の 濃度 塩基対置換型 フレームシフト型
有無 (uf!./ 7° vート） WP2uwA TA98 

溶媒対照
{ ± ｝ f ± ｝ 2社1 f ±2B 籍12 { ±2B f ± ｝ 

3 1 3 
{ ± ｝ { ± ｝ 3籍5 ~± 2il 枯19 も！B { ± ｝ 

6 2 5 
{ ± ｝ { ± ｝翡22 { ±2B l 12 9 { ±IB { ± ｝ S 9 11ix 

(-) 

{ ± ｝ { ± 5 f i ~± 1a5 f 17 § { ±1~5 { ± ｝ 1 2 5 0 

2 5 0 0 
{ ± ｝ f ± } } 17 ! { ±1i5 ii ~±1~5 { ± s 

5 0 0 0 
{ ± ｝ { ± ｝ i! ｛土 2il l | {±IB { ± s 

溶媒対照
{ ± ｝ { ± ｝ 2杜4 { ±2B 2打2 も吋｝ { ± ｝ 

3 9. 1 
{ ± ｝ { ± ｝ 3杜0 ｛士 3|} -2社8 { ±2B { ± ｝ 

7 8. 1 
{ ± ｝ { ± } §21 8 f ±2B ii ｛士 2l5 { ± ｝ 

1 5 6 
{ ± ｝ { ± } !! { ± ! ! } 2f 2 ! { ±2~5 { ± ｝ S 9 llix 

（＋） 
3 1 3 

{ ± ｝ { ± } f 3i 2 { ±2¥5 i l { ±2 6 5 { ± ｝ 
6 2 5 

{ ± ｝ { ± ｝ ＂ ： ｛士 2iS li : { ±2~5 { ± ｝ 
1 2 5 0 

{ ± ｝ { ± ｝屈~± 2B I i: ｛士 IB { ± ｝ 
2 5 0 0 

{ ± ｝ { ± } !! : f i fi l り： ｛土 l~l { ± ｝ 
S9Jlix 名称 ENNG AF-2 
陽
を必要

紐g濃/7゚度レート）
としな

2 o. 1 
性
いもの コa/ニー7数Vート

{ ± ｝ { ± } il | f ±4m i| ! { ± 5“} { ± ｝ 
対 S9Mix 名称 2-AA 2-AA 

"昭" 

を必要
紐g濃/7°度vート） o. 5 

とする
I 0 

コ｝ ―一数v l | ! ! { l { fl i ii i { ±4m もの 7 ート
{ ± s f ± ｝ f ± ｝ 

゜
（備考―） ＊ ：抗菌性が認められた． （平均値）

（士標準偏差）

AF-2 : 2-(2-7,]Jy）←3-(5←ニトa-2-71}JY)7クリJv了ミト`，
ENNG : N-1.チルーN'ーニトn-Nーニトaゾr1ニッ.,.ソ, 2-AA : 2-7ミJ7ソトうセソ
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し

表 3-1 
試験結果表（本試験 2)

被屡爽惣質の名称 ： 2-エチJvヘキツ）いたがJレート (No. 61676) 

代謝活性 被験物質 復帰変異数(Jnニー数／ 7゚いート）
化系の 濃度 塩基対置換型
有無 (wr/7゚レート） TAJOO TA1535 

溶媒対照 欄{±14討 杜14 t± 1B { ± s 

0. 6 1 0 liじ14り H 14 ~± 1B { ± ｝ 
1. 2 2 廿i ~±lm II { I {i ]) } { ± ｝ 
2. 4 4 l i>f±1m i| { ±IB { ± ｝ S 9 Mix 

(-) 

l 10f { 8 { t l ! i S 4. 8 8 i ， ! { ±1i5 ｛士． s 

9. 7 7 l 廿： ~,12召 i：じ］｝ { ± ｝ 
:~ ~一

1 9. 5 
l ": {i,{ } !: f i § } { ± ｝ 

3 9. 1 1 尉~± 9B i: {i t} { ± ｝ 
溶媒対照 ！ ！南｛士14i} 1l 3 i t ±IB { ± s 

9. 7 7 l ! | { ±14侶 §| { ± l i } { ± s 
1 9. 5 l i i { ±1165 ii { ±2!s { ± ｝ 
3 9. 1 m b15B 2U 7 b 2B { ± ｝ S 9 Mix 

（＋） 
7 8. 1 圃{±If防 l 1! 1 ft l f l { ± ｝ 
1 5 6 l! li {±JIB l |: ｛士 1分 { ± ｝ 
3 1 3 10蒻4：*も9¥5 l k : { ±l~S f :t ｝ 
6 2 5 1l g 1§1: * f ±1og5 l l: f± ! } f士 1 

S9Mix 名称 AF-2 NaN3 
陽
を必要

（山濃／70度レート）
としな

o. 0 l o. 5 
性 コ｝ ―一数v § l { ±5m 打!f±4m いもの 7 -卜

{ ± ｝ 
対 S9)lix 名称 2-AA 2-AA 

ヽ詔•ヽヽ
を必要

(μg濃/70度~ート）
とする I 2 

コ｝ ―一数v l厨 ~10 翡｝ 捐｛士4it} もの 7 -卜 じ ｝ 
（備考） ＊ ：抗菌性が認められた．

AF -2 : 2 -(2 -7 1J Jv) -3 -(5 -ニトD-2-7’)ル）7りり）V了ミトゞ， NaN3 : 了ツさィヒナトリりk,
9-AA : 9-7ミJ7クリy..'J, 2-AA : 2-7ミJ7ントうセッ

17 

フレームシフト型
TAI537 

{ i S 11! 7 ~±IB 

{ :t ｝打{±lB 

{ ± j I;iI もl} } 

{ ± } I l { ±li5 
~± 5 17 1i i± l i } 

{ ± 
l i ＊ 

} : { ± | } 

{ ± ｝ じ{±il 

{ ± ｝ § 8 i } 
{ ± S 2i! 1 {± I討

f ± } } 19 i f ±IB 

f ± 5 l ~ ~±1~5 

{ ± } li， も惰｝

{ ± ｝付14 {±l~l 

{ ± ｝杜18 f±lfj 

{ ± s l i：い屯
{ ± } 

1 i ＊ 
: f± i } 

{ ± ｝ 

{ :t ｝ 

9-AA 

80 

l i i { i 3翡｝
2-AA 

2 

i! | { ± 2籍｝
（平均値）
（土標準偏差）



表 3-2 
試験結果表（本試験 2)

被易食物質の名称．—； 2ーエチJVヘキツ｝Vメタクリvート (No. 61676) 

ぐ

゜

・-

-(̂. 

代謝活性 被験物質 復帰変異数（コ n.:.—数／ 7 ゜レート）
化系の 濃度 塩基対置換型 フレームシフト型
有無 (u~/7 ゜レート） WP2uvrA TA98 

溶媒対照
f士）） { ± } i2f 7 { ± i ! } 2竹4 ~± 2gJ '{ ± ｝ 

3 1 3 
{ ± ｝ { ± } i 23 t { ± 21 } 且{±IB { ± ｝ 

6 2 5 
{ ± ｝ { ± } 2i 6 l { ± f i } II ~±1~5 { ± ｝ S 9 llix 

(-) 
1 2 5 0 

{ ± ｝ { ± 
｝ ＂ ｛士 2~5 l i { ±1~5 { ± ｝ 

2 5 0 0 
{ ± ｝ { ± } iiも屯 l 1l 6 f ±1~5 { ± ｝ 

5 0 0 0 
{ ± ｝ { ± ｝ 翡21 も叩 杜19 も！！ ｝ { ± ｝ 

溶媒対照
{ ± ｝ { ± ｝多30！ ｛ ±吋｝ ii { ±3B { ± ｝ 

3 9. 1 
{ ± ｝ { ± } 4 3§ 5 {±3~5 l | { ± 3 § } { ± ｝ 

7 8. 1 
{ ± ｝ { ± ｝籍30 { t 3i } り27 も2{} { ± ｝ 

1 5 6 
{ ± ｝ { ± s ii { ± fi l n 25 ~± 2u { ± ｝ S 9 lix 

（＋） 

{ ± ｝ { ± ｝ 3打4 ｛士 2l} ii {±3} 5 { ± ｝ 
3 1 3 

6 2 5 
{ ± ｝ { ± } li: f± 2B 阻{± l t } { ± ｝ 

1 2 5 0 
{ ± s { ± 5 m ~+ 3B 阻｛士 2B { ± ｝ 

2 5 0 0 
{ ± ｝ { ± s i [ ｛士 2i5 屈~+ 2§ 5 { ± s 

S9Jiix 名称 ENNG AF-2 
陽
を必要

(μg濃77° 度11=-ト）
としな 2 0. I 
性 J ｝ ―一罠

｝捐521 ｛刈~l 開 ~±7mいもの 7 ート
{ ± ｝ { ± { ± ｝ 

対 S9Mix 名称 2-AA 2-AA 

照
を必要

(μg濃/7°度vート） o. 5 
とする 10 

もの コロ/ニー7数Vート
{ ± ｝ { ± ｝ 1m mm  ii ！ ｛士呼月｝ { ± ｝ 

゜
（備考） ＊ ：抗菌性が認められた． （平均値）

（土標準偏差）

AF-2 : 2-(2-7リIii)-3←(5ーニトn-2-7’J1V)了ク')1V了ミト＊．
ENNG : NーエチIiiーN'ーニトa-Nーニトn')りや了ニッ中、i', 2-AA : 2-了ミJ了ントうセソ
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図 1 （本試験 1) 

被験物質名： 2-エチルヘキシルメククリレート ＇ 
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濃度(μg/7゚レート）

図 2 （本試験 1) 

被験物質名： 2-エチJVヘキシルメククリレート No.6L676 

60 
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ー」と 40 
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n 
20 
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゜0 0. 61 1. 22 2. 44 4. 88 9. 77 19. 5 39. 1 78. 1 156 313 625 濃度(μg／プレート）

19 



図 3 （本試験 1) 

被験物質名： 2-エチルヘキシルメタクリレート
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図 4 （本試験 1) 

被験物質名： 2-エチルヘキシJvメタクリレート
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図 5 （本試験 1) 

被験物質名： 2-エチルヘキシJリククリレート
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図 6 （本試験 2) 

被験物質名： 2-エチルヘキシルメタクリレート
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図 7 （本試験 2) 
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被験物質名： 2-エチルヘキシルメククリレート
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図 8 （本試験 2) 

被験物質名： 2-エチルヘキシルメククリレート
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図 9 （本試験 2) 
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図 1 0 （本試験 2) 

被験物質名： 2-エチルヘキシルメククリレート
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